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?????、?????、??????????????????????、???? ? ? 。 ? 「 」??? ? ? 、 ? ? 、 ????? ???、 、 ? っ 、?? っ 。 ? 、??? ? 。??、 。 、 。??? ?? 、 ? ? 、??? 「 ? 」 、? ? 、???。 ? 『 』??? ? ? 、 ァ??? ? 。 ????。
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「 ????????っ????、??????????????????
???????????っ??????????????????。????? ? っ??? 。 、 っ ???? ? ? 。? 、??? 。 ??っ ? ???? 、? ? 。 」
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??「 ?」??????????????????????????ー??
????、???ー???「????」???????????????ー????。 、? ? ?、 ? 、???? ?〜 「 」 、??。
「????????????。???????????????????
??????、?????????????????。??????????、 ? ?、 ???? ??? ? ? 、 ? っ 、??? 、 ? ? っ 。???? 。 」
?????????????っ??????、??????????????
???????????????。
「???????????????『 ???????』????????、
??????????、??? 、? 、??? 、 ? 、 ???? 。? ? 。 、??? ? 、? ? 。 」
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?????????????????っ??????。?????、???????? ? 。 ? ???? 、 ? ? ? ? ? 。??? 、 ? ? 、??、 、 。
「??????、??????????????「 ??????」?、?
?????「 ?????」????????????????????。??? 、 ? ? 、??? 。 ? ? ???? ? ? ? っ 、??? ?。 ? っ「 」??ー ???? ? 。 」
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?、??????、??????????????????????????? ?。
?????????????、?????????????????????。?? ? ?? ? っ???? 。??? 。 、 、 ? 。 、「 ? 」 ? 。?、???? ? ? ? 、??? ? ? 。 、 ? 、??? 、 、 っ っ?。「 」? ? ??? ?? っ 、??? ? ? ? ? 、??? 、
「 ??????????????、????、??????????、?
???、???????、〈?????????〉??〈?????????? ? ? ????〉 っ 、???? ?。 」 。
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????????、??????????、「 ????っ?????????????、 、 ? 、 ???、 ????? ? 」 ? 。 ????? 、 ????? 。
「 〈???〉????、???、??????、???????????
??????、???????????っ????、????、???????? ? 、 、 ????、 ? 、???? ? 。 、 、 ?????〈? 〉 ???。?、 、 、????〈?〉 、???????。 、 、 、 、「 っ?????? 、 、 、
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?、????? ???????????」???????????。 」 ?
??????、???????????????????「 ????」???
????????????????。??、??????????????????? 、 ? ???? 、 、 。 、?、? ? ? ? 。
?????????????? っ???っ 、
???????? 。 。
???
?
?ー???、『 ??』???〜??????、『???????』 、????、??? 、? ?? 〜
? ?? ?。
?? ????、『 ?ーェ 、? 、 、? ?、? 〜 ?。
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?? 、? ? 〜 ? 。??ャ? ?ァッ ィ 、「 ?? ? ?」 、『 ??』、 ? ? 、 ? 。?『 ? 』、?。? 、『 』 、? 、 ?、 〜 ? 。?? 、?? 〜?『 ? ?』、 。 、『 ?』 、 。?? 、?? 〜? 。?? ? 、『 ー ? 』 、? 、 ? 〜? 。?? ? 、『 … 』、 、 、 〜 。?? ? 、『 』 、 、 〜 。?? 、「 」、 。?? 、 ? 。?? 、『? ー 』、 。?? ? 、『 』 。?? ? 、『 ?? 』、 、 。?? 、『 』 。?? ? 、「? 」、 ? 『 ? 』、 ?、
?? 、???。
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???、『 ?????????????????』 、????、? ? ? ? 、? ? ?。??、 ? ?。??、 ? 〜? ? 。??????? ? ? 、? ??????? ? ? 。「?? 、 、 ? ? ? 。 」??、? ??。
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***発 表 を 終 え て***
明治二年(1869)に イタリアの有名な文学者であったフランチェスコ・デナンティ
ス氏はイタリア文学史を書こうとした時、大きな疑問に直面 しました。批評の歴
史(解 釈学史)に 触れることなしに、どのように文学史を書くことが出来るのわ・と、
彼は自問しました。国文学者としての自分自身の主体性に直面しなかったならば、
この仕事も無意味な作業に終わってしまうとデサンティス氏は気づいたのです。 自
分が使っている範疇というものを十分に意識 しなかったならば、著者が文学史を書
くのではなく、著者が文学史に書かれているということになってしまいます。こうなる
と、文学は神様のように客観的な存在としてとらえられ、神様を作り上げたのは実
は自分であったという事を忘れてしまいます。神様を巡る神話(国 家の神話、民
族の神話など)を 真実として認める学者は、私見として、大変無責任な存在であ
ると思いますから、解釈学に注意を払うことはとても大切なことだと思います。
デサンティス氏が上述の発言をしてから百三十年たち、ヨーロッパでは僅かな数
ではありますが解釈学史が書かれましたが、日本の場合そのような著書には私はま
だ巡り会っていません。しかしながら、幸いな事に最近になって日本の学者もこの
問題にっいて関心を示し始め、共同研究の形などY立 派な解釈学史を書き上げよ
うと尽力されている方々もいらっしゃることが分かってきました。国文学者、哲学
者、美学者、歴史家、それぞれが使っている範疇を(歴 史的な)共 同研究の対
象とすれば、日本の解釈学史研究1さすぐにも成果が現れてくるのではないかと私は
思います。この意味で、日文研にはとても大切な使命が与えられていると言えるで
しょう。恵まれた環境で日本の美学、文学、解釈学について研究することが出来
たことは私には大変喜ばしい経験でした。また、日本の最も優れた学者陣から直々
に指導を受ける事が出来たことは私にとってこの上ない光栄でした。私を招いて下
さった、世界の巨人である芳賀徹先生(比 較文学)、 大変鋭いコメントをして下
さった鈴本貞美先生(日 本文学)、 古典の意味を教えてくれた光田和伸先生
(国文学)、 江戸の美(と 俗)を 具体的に見せてくれた早川聞多先生(美 学)、
自分の主体を再発見をさせてくれた稲賀繁美先生(美 術史)に は殊更心から深
く感謝をいたします。
発表のパフォーマンスを得意としない私には、日文研の木村汎先生(政 治学)
や研究協力専門官臼井祥子 ・篠原初江両氏の熱心なお誘いがなかったら、木曜
イブニング・セミナーや日文研フォーラムでの発表さえ実現しなかったかもしれません,
木村先生と両女史に厚く御礼を申し上げます。
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丶
発 表 者 ・ テ ー マ
1
62.10.12
(1987)
ア レッサン ドロ ・バ ロータ(ピ サ大学助教授)
AlessandroVALOTA
「近 代 日本の社会移動 に関す る一、二の考察」
2
62.12.11
(1987)
エ ンゲルベル ト・ヨリッセ ン(日 文研客員助教授)
EngelbertJORIﾟEN
「南 蛮時代の文書 の成立 と南蛮学 の発展」
③
63.2.19
(1988)
リーA.ト ソプソン(大 阪大学助 手)
LeeA.THOMPSON
「大 相撲の近代化」
4
63.4.19
(1988)
フォスコ ・マ ライー二(日 文研客員教授)
FoscoMARAINI
「庭 園 に見 る東西文明のちがい」
⑤ 63.6.14(1988)
宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)
SONGWhiChil
「大塩平八郎研究の問題点」
6
63.8.9
(1988)
セ ップ ・リンハル ト(ウ ィー ン大学教授)
SeppEINHART
「近 世後期 日本の遊 び一拳を中心 に一」
0
63.io.ii
(1988)
スーザ ンJ.ネ イ ピア(テ キサス大学助教授)
SusanNAPIER
「近 代 日本小説 における女性像 一現実 と幻想 一」
⑧
㌧
63.12.13
(1988)
ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)
JamesC.DOBBINS
「仏 教 に生 きた中世 の女性 一恵信尼 の書簡 一」
丿
⑨〆
元.2.14
C1989)
1
厳 安生(北 京外国語学院日本語学部助教授)
YANAnSheng
「中国人留学生の見た明治日本」
0 元.4.11
(1989)
劉 敬文(遼 寧大学日本研究所副所長)
LIUJingwen
「教育投資と日本の戦後経済高度成長」
⑪ 元.5.9
(1989)
スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教授)
SuzanneGAY
「中世京都 における土倉酒屋 一都市社会の自由とその限界 一」
⑫ 元.6.13
01989)
夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)
HSIAGang
「インタビ3_・ ノンフィクションの可能性 一猪瀬
直樹著『日本凡人伝』を手掛 りに一」
⑬ 元.7.11
(1989)
エル ンス ト・ロコバ ント(東 洋大学助教授)
ErnstLOKOWANDT
「国家神道 を考 える」
⑭ 元.8.8(1989)
キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究所教授)
KIMRekho
「近代 日本文学研究の問題点」
⑮ 元.9.12
(1989)
ハル トムー トO.ロ ーターモ ン ド
(フ ランス国立高等研究院教授)
HartmutO.ROTERMUND
「江戸末期 における疱瘡神 と疱瘡絵 の諸問題」
⑯ 元.10.3
(1989)
汪 向榮
(中国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員教授)
WANGXiang-rong
「弥生時期 日本に来た中国人」
⑰
」
元.11.14
(1989)
ジェフリー ・ブロー ドベ ント(ミ ネソタ大学 助教 授)
JeffreyBROADBENT
「地域 開発政策決定過程を通 してみた日米社会構 造の比較」
ノ
⑱r
元.12.12
(1989)
、
エ リック ・セズレ(フ ランス国立科学研究所助教授)
EricSEIZELET
「日本 の国際化の展望 と外国人労働者問題」
0
2.1.9
(1990)
ス ミエ ・ジョーンズ(イ ンデ ィアナ大 学準教授)
SumieJONES
「レトリックとしての江戸」
⑳
2.2.13
(1990)
カール ・ベ ッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教師)
CarlBECKER
「往生 一日本 の来生観 と尊厳死 の倫理」
⑳ 2.4.10(1990)
グラン トK.グ ッドマ ン
(カ ンザス大学教授 ・日文研客員教授)
GrantK.GOODMAN
「忘 れ られた兵士 一戦争 中の日本 に於 けるイ ンド留学生」
22
2.5.8
(1990)
イアン ・ヒデオ ・リービ
(ス タンフォー ド大学準教授 ・日文研客員助教授)
IanHideoLEVY
「柿本人麿 と日本文学 における『独創性』について」
23
2.6.12
(1990)
リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助教授)
LiviaMONNET
「村上春樹:神 話 の解体」
⑳ 2.7.io(1990)
李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院日本語学部講師)
LIGuodong
「魯迅の悲劇と漱石の悲劇一文化伝統からの一考察一」
⑳ 2.9.11(1990)
馬 興国(遼 寧大学日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)
MAXing-guo
「正月の風俗一中国と日本」
⑳
＼
2.10.9
(1990)
ケネス ・クラフ ト(リーハイ大 学助教 授)
KennethKRAFT
「現代 日本 における仏教 と社会 活動」
ノ
72
r
2.11.13
(1990)
一丶
アハマ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大学講 師)
AhmedM.FATTHY
「義経文学 とエジプ トのべーバルス王伝説 における主従 関係
の比較」
⑱ 3.1.8(1991)
カレル ・フィアラ
(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員助教授)
KarelFIALA
「言語学か らみた『平家物語 ・巻一』の成立過程」
⑳ 3.2.1201991)
ア レクサ ンドルA.ド ー リン
(ソ連科学 アカデ ミー東洋学研究 所上 級研 究員)
AleksandrA.DOLIN
「ソビエ ットの 日本文学翻訳事情 一古 典か ら近代 まで 一」
30
3.3.5
(1991)
ウイ ーベP.カ ウテ ル ト(ワ ーゲ ニ ンゲ ン大 学 研 究 員)
WybeP.KUITERT
「バ ロ ック ・ヨー ロ ッパ の 日本 庭 園 情 報
一ゲ オル グ ・マイ ステ ルの旅 一」
⑳ 3.4.9(1991)
ミコワイ ・メ ラノヴィッチ
(ワルシャワ大学教授 ・日文研客員教授)
MikoiajMELANOWICZ
「ポーラン ドにおける谷崎潤一郎文学」
32
3.5.14
(1991)
ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラリア国立
大学 リサーチフェロー ・日文研客員助教授)
BeatriceM.BODART-BAILEY
「三百年前の京都 一ケ ンペルの上洛記録」
⑳ 3.6.11(1991)
サ トヤB.ワ ルマ
(ジ ャワハルラール ・ネール大学 教授 ・日文研客員教授)
Satya.B.VERMA
「イ ンドにおける俳句」
43
㌧
3.7.9
(1991)
ユルゲ ン・ベル ント(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)
J?genBERNDT
「ドイッ統合 とベル リンにおける森 鴎外記念館」
ノ
⑳!
3.9.10
(1991)
、
ドナル ドM.シ ーキ ンス(琉 球大学助教授)
DonaldM.SEEKINS
「忘れ られたアジアの片隅 一50年 間の 日本 とビルマの関係」
⑳
3.10.8
(1991)
王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)
WANGXiaoPing
「中国詩歌における日本人のイメージ」
⑳
3.11.12
(1991)
辛 容 泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究員)
SHINYong-tae
「日本語 の起 源
一日本語 ・韓:国語・甲骨文字 との脈絡 を探 る一」
⑱ 3.12.綷(1991)
洪 潤植(東 国大学校教授)
HONGYoonSik
「古代日本佛教における韓国佛教の役割」
⑳ 4.1.14(1992)
サウ ィトリ・ウィシュワナ タン
(デ リー大学教授 ・日文研客員教授)
SavitriVISHWANATHAN
「イン ドは日本か ら遠 い国か?一 第二次大戦後 の
国際情勢 と日本 のイン ド観 の変 遷 一」
40
4.3.10
0992)
ジャン=ジ ャック ・オ リガス
(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授)
Jean-JacquesORIGAS
「正岡子規 と明治の随筆」
⑪ 4.4.14(1992)
リブシェ ・ボハーチ コヴァー(プ ラハ国立博物館 日本美術
元 キュレー ター ・日文研客員教授)
LibuseBOHA6KovA
「チェコスロバキアにおける日本美術」
24
丶
4.5.12
(1992)
ポール ・マ ッカーシー(駿 河 台大学教授)
PaulMcCARTHY
「谷 崎文学 の 『読 み』と翻訳:ア メ リカにおける
最近 の傾向」
ノ
34
r
4.6.9
(1992)
、
G.カ メロン ・バース ト皿(ニ ュー ヨーク市立 大学 リーマ ン
広 島校学長 ・カンザス大学東 アジア研究所長)
G.CameronHURSTIII
「兵法か ら武芸へ 一徳川時代 における武芸 の発達 一」
44
4.7.14
(1992)
杉本 良夫(オ ース トラリア ・ラトローブ大学教授)
YoshioSUGIMOTO
「オース トラリアか ら見た 日本社 会」
⑮ 4.9.8(1992)
王 勇(杭 州大学 白本文化研究センター教授 ・日文研
客員助教授)
WANGYong
「中国における聖徳太子」
⑯
4.10.13
(1992)
李 栄九(大 韓:民国中央大学教授 ・日文研客員教授)
LEEYoungGu
「直観 と芭蕉の俳句」
⑰ 4.11.10(1992)
ウィリアムD.ジ ョンス トン
(米国 ・ウェス リア ン大学助 教授 ・日文研客員助教授)
WilliamD.JOHNSTON
「日本疾病 史考 一 『黴毒』 の医学 的 ・文化 的概念の形成」
⑱ 4.12.8(1992)
マノジュL.シ ュレスタ(甲 南大学経営学部 講師)
ManojL.SHRESTHA
「アジアにおける日系企業 の戦 略転 換
一技 術移転 をめ ぐって一」
49
5.1.12
(1993)
朴 正義
(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)
PARKJung-Wei
「キ リス ト教受容における日韓比較」
05
㌧
5.2.9
(1993)
マーテ ィン ・コルカッ ト
(米国 ・プリンス トン大学教授 ・日文研客員教授)
MartinCOLLCUTT
「伝説 と歴史の間一北條 政子 と宗教」
丿
⑪ 5.3.9(1993)
、
清水 義明(米 国 ・プ リンス トン大学マーカ ンド栄誉教授)
YoshiakiSHIMIZU
「チャールズL.ブ リアー(1854～1919)と プリアー美術館
一米 国の 日本美 術 コレクションの一 例 として一」
⑫ 5.4.13(1993)
金 春美(高 麗大学教授 ・日文研来訪研究員)
KIMChoonMie
「日本近代知識人の思想 と実践一有島武郎の場合一」
53
5.5.11
(1993)
タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大学 教授)
TakieSUGIYAMAZEBRA
「皇太 子妃選択 の象徴性
一旧身分文化 との関連を中心 として一」
54
5.6.8
(1993)
姜 希雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研客員教授)
H.W.KANG
「変革 と選択:10世 紀の 日本 と朝鮮
一科挙制度 をめぐって一」
⑮
5.7.13
(1993)
ツベタナ ・クリステワ
(ソ フィア大学教授 ・日文研客員教授)
TzvetanaKRISTEVA
「涙の語 り 一 平安朝文学 の特質 一」
⑯ 5.9.14(1993)
金 容雲
(漢陽大学教授 ・日文研客員教授)
KIMYong-Woon
「和算 と韓算を通 してみた日韓文化比較」
⑰ 5.10.12(1993)
オロフG。 リデ ィン
(コペ ンハーゲン大学教授 ・日文研客員教授)
OlofG.LIDIN
「徳川 時代思想 における荻生 徂徠」
⑱
㌧
5.11.9
(1993)
マヤ ・ミルシンスキー
(ス ロベニア・リュブリアナ大学助教授 ・日文研客員助教授)
V
MajaMILCINSKI
「無常観 の東西 比較」
ノ
95
厂
5.12.14
(1993)
、
ウィ リー ・ヴァンドゥワラ(ベ ルギー ・ルーヴ ァン ・
カ トリック大学教授 ・日文研客員教授)
WillyVANDEWALLE
「日本 ・ベルギー文化交流史 一南蛮美術から洋学まで一」
60
6.1.18
(1994)
J.マ ーティン ・ホルマン
(ミシガン州立大学連合日本センター所長)
J.MartinHOLMAN
「自然と為作 一井上靖文学における 『陰謀』一」
61
6.2.8
(1994)
マイヤ ・ゲラシモワ(ロ シア科学アカデ ミー東洋学研究所研究員)
MayaGERASIMOVA
「外 か ら見 た日本文化 と日本文学
一俳句の可 能性 を中心 に一」
62
6.3.8
(1994)
オギ ュスタン ・ベルク
(フ ランス ・社会科学高等研究院教授 ・日文研客員教授)
AugustinBERQUE
「和辻哲郎 の風土論 の現代性」
⑱ 6.4.12(1994)
リチ ャー ド・トランス(オ ハイオ州立大学助教 授)
RichardTORRANGE
「出雲地方 に於 ける読 み書 き能 力 と現代文学、1880～1930」
64
6.5.10
(1994)
シルバ ーノD.マ ヒウォ
(フ ィ リピン大学 アジア ・センター準教授)
SylvanoD.MAHIWO
「フィリピンにおける日本現 状紹介 の諸 問題」
65
6.6.10
(1994)
劉 建輝
(中国 ・南開大学副教授 ・日文研客員助教授)
LIUJianHui
「『魔都』体験一文学における日本人と上海」
66
㌦
6.7.12
(1994)
チヤールズJ.ク イン
(オハイオ州立大学準教授 ・東北大学客員教授)
CharlesJ.QUINN
「私 の日本語発見一王朝文 を中心 に一」
ノ
76
!
6.9.13
(1994)
丶
フランソワ ・マセ
(フランス国立東洋言語文化研究所教授 ・日文研客員教授)
'
Fran輟isMACE
「幻 の行列 一秀吉の葬送儀礼 一」
⑱ s.ii.i5(1994)
賈 恵萱
(北京大学助教授 ・日文研客員助教授)
JIAHui-xuan
「中日比較食文化論 一健康的飲食法の研究一」
69
6.12.20
(1994)
彭 飛
(日本学術振興会特別研究員)
PENGFei
「日本語の表現からみた一異文化摩擦のメカニズムー」
⑩
7.1.10
(1995)
ミハイル ・ウスペ ンスキー
(エ ル ミタージュ美術館学芸員 ・日文研客員助教授)
MichailV.USPENSKY
「根 付 一ロシア・エル ミタージュ美術館 の コレクションを
中心 に一」
⑪
7.2.14
(1995)
厳 紹盪
(北京大学教授 ・日文研客員教授)
YANShaoDang
「記紀神話における二神創世の形態一束アジア文化とのか
かわり一」
⑫ 7.3.14(1995)
王 家騨
(中国 ・南開大学教授 ・日文研客員教授)
WANGJiahua
「渋沢栄一の 『論語算盤説』と日本的な資本主義精神」
⑬
丶
7.4.11
(1995)
ア リソン ・トキタ
(オース トラ リア ・モナ シュ大学助教授 ・日文研客員助教授)
AlisonTOKITA
「日本伝統音 楽 における語 り物 の系譜 一旋律 型 を中心 に 一」
ノ
⑭r
7.5.9
(1995)
、
リュ ドミーラ ・エルマコーワ
(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究 所極 東文学課長)
LioudmilaERMAKOVA
「和歌 の起源 一神話 と歴史 一」
75
7.6.6
(1995)
バ トリシア ・フィスター
(日文研客員助教授)
PatriciaFISTER
「近世 日本の女性 画家 たち一」
76 7.7.25(1995)
崔 吉城
(広島大学総合科学部教授)
CHOIKil-Sug
「『恨』の日韓比較の一考察」
⑰ 7.9.26(1995)
蘇 徳昌(奈 良大学教養部教授)
SUDechang
「日中の敬語表現」
⑱ 7.10.17(1995)
李 均洋
(西北大学副教授 ・日文研来訪研究員)
LIJunYang
「一日・中比較文化考 一雷神思想の源流 と展開」
79
7.ii.2s
(1995)
ウィリアム ・サモニデス
(カ ンザス大学助教授 ・日文 研客員助教授)
WilliamSAMONIDES
「豊 臣秀 吉 と高台寺の美術」
⑳ 7.12.19(1995)
タチヤーナL.ソ コロワ=デ リュー シナ
(翻訳家 ・日文研来訪研究員)
TatyanaL.SOKOLOVA-DELYUSINA
「俳句 の国際性 一西欧の俳句 についての一考察 一」
8.1.16
(1996)
ジョン ・クラーク
(シ ドニー大学助教授 ・日文研客員助教授)
JohnCLARK
「日本の近代性 とアジア:絵 画の場合」
ノ
⑳r
8.2.13
0996)
、
ジェイ ・ルー ビン
(ハーバー ド大学教授 ・日文研客員教授)
JayRUBIN
「京の雪 、能の雪」
83
8.3.12
(1996)
イザベル ・シャ リエ(神 戸大学 国際文化学部外 国人教師)
IsabelleCHARRIER
「日本近代美術史 の成立 一 近代批評 における新語 一」
⑳ s.4.is(1996)
リース ・モー トン
(ニ ューキ ャッスル大学教授 ・日文研 客員教授)
LeithMORTON
「日本近代文芸 におけるゴシック風小説」
⑳ 8.5.28C1996)
マーク ・コウデ ィ ・ポール トン
(ヴ ィク トリア大学 助教授 ・日文研 客員 助教授)
MarkCodyPOULTON
「能 における 『草木成 仏』の意味」
⑳ 8.6.11(1996)
フランシスコ ・ハ ビエル ・タブ レロ
(慶應義塾大学訪 問講 師)
FranciscoJavierTABLERO
「社会 的構築物 としての相撲」
87
8.7.30
(1996)
シルヴァン ・ギニヤール(大 阪学 院大 学助教授)
SilvainGUIGNARD
「筑前琵琶 一 文 化を語 る楽器 」
88
8.9.10
C1996)
ハーバー トE .プ ルチ ョウ
(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校教 授 ・日文研客員教授)
HerbertE.PLUTSCHOW
「怨霊 の領域」
⑳
㌧
g.io.1
(1996)
王 秀文(中 国 ・東北民族学院助教授 ・日文研客員助教授)
WANGXiu-wen
「シャクシ ・女 ・魂
一 日本 におけるシ ャクシにまつわる民 間信仰 一」
ノ
09
r
8.11.26
(1996)
、
王 宝平(中 国 ・杭州大学 日本文化研究所副所長 ・
日文研客員助教授)
WANGBaoPing
「明治前記に来日した中国人の外交官たちと日本」
⑪ 8.12.17(1996)
陳 生保(中 国 ・上海外国語大学教授 ・日文研客員教授)
CHENShenBao
「中国語の中の日本語」
⑫ 9.1.210997)
ア レキサ ンダーN.メ シェリャコフ
(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所教授 ・日文研来訪
研究 員)
AlexanderN.MESHCHERYAKOV
「奈良時代 の文化 と情報」
93
9.2.18
(1997)
郭 永詰(韓 国 ・漢陽大学文科大学長 ・日文研客員教授)
KWAKYoung-Cheol
「言語か ら見た 日本」
94
9.s.ig
(1997)
マ リア・ロ ドリゲス・デル・ア リサル(ス ペイ ン・マ ドリー ド
国立外国語学校助教授 ・日本学研 究所 所長)
MariaRODRIGUEZDELALISAL
「弁当 と日本文化」
⑮ 9.4.150997)
ミケーレ ・マル ラ(カ リフォルニア大 学 ロサ ンゼルス校
準教授 ・日文研客員助教授)
MicheleF.MARRA
「弱 き思惟 一 解釈学 の未来 を見なが ら土
96
9.5.13
(1997)
デニス ・ヒロタ(京 都浄土真宗翻訳 シリーズ主任翻訳家
バークレー仏教研 究所準 教授)
DennisHIROTA
「日本浄土思想 と言 葉
一 なぜ一遍が和歌 を作 って、親鸞 が作 らなか ったか」
⑰
丶
9.6.10
(1997)
ヤン ・シコラ
(チ ェコ ・カ レル大学助教授 ・日文研 客員助教授)
JanSYKORA
「近世商人の世 界 一三井 高房 『町人考見録』 を中心 に一」
ノ
89
r
9.7.8
(1997)
丶
鶴 田 欣也(カ ナダ ・ブリティッシュコロンビア大学教授 ・
日文研客員教授)
KinyaTSURUTA
「向こう側の文学 一近代 か らの再生 一」
99
9.9.9
(1997)
ポー リン ケン ト(龍 谷大学助教授)
PaulineKENT
「『菊 と刀』 のうら話」
100
㌦
9.10.14
(1997)
セオ ドア ウィリアム グーセ ン
(カ ナダ ・ヨーク大学準教授 ・日文研客員助教授)
TheodoreWilliamGOOSSEN
「「日本文学」 とは何 か一21世 紀 に向かって」
ノ
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1997国 際 日本文化研究セ ンター

■ 日時
1997年4月15日 ㈹
午後2時 ～4時
■ 場所
国 際交流基金 京都支部

